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Ⅰ 事業活動の概要

Ⅱ 最近の業績推移

Ⅲ 事業戦略（今中期経営計画から）
１． 事業環境
２． 目標
３． 基本方針
１） 現行事業基盤の強化
２） 業容の拡大
３） Globally Integrated Managementの深化



アジェンダ

Ⅲ-３ 基本方針
１） 現行事業基盤の強化
・光学製品事業における競争優位確立
・ＢＬＵ部材事業の最構築
・フォトレジスト事業の再攻勢

２） 業容の拡大
・ＬＣＤ総合部材プロバイダーとしての展開（中国市場）
・新規事業の育成（ＬＥＤ、３ＤＴＶ、次世代半導体関連）
・東友ファインケムの更なる飛躍

３） Globally Integrated Managementの深化



液晶ディスプレイ材料

半導体材料

ｶﾗｰﾌｨﾙﾀｰ
偏光フィルム

位相差フィルム

ＡＧ・ＡＲフィルム

光制御フィルム

拡散板

部 材
基材 素材

透明ﾚｼﾞｽﾄ

LCPキャスト
フィルム

LCP

ＰＥＳ

ＣＦ用ＲＧＢ
ﾚｼﾞｽﾄ

洗浄薬品

高純度Ｇa

電子部品材料

有機金属

アルミターゲット

微細加工用
ﾌｫﾄﾚｼﾞｽﾄ

ＧａＡｓ
ｴﾋﾟｳｪﾊｰ

化合物半導体材料

耐熱セパレータ

電池部材

プロセスケミカル
エッチャント

Al Target
ﾌｫﾄﾚｼﾞｽﾄ

正極材

Ⅰ 事業活動の概要 情報電子化学部門の事業
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導光板



偏光フィルム

カラーフィルター
顔料分散レジスト

位相差フィルム

ＩＴＯ電極（ＩＴＯ）

拡散板 / 導光板

ガラス基板（低ソーダアルミナ）

（注）赤字は当社の製品

－液晶ディスプレイの構造－

液晶

ランプ /  
LED

液晶セル（ﾌｫﾄﾚｼﾞｽﾄ､ﾀｰｹﾞｯﾄ､
ｴｯﾁｬﾝﾄ、剥離剤、高純度薬品等）

Ⅰ 事業活動の概要 液晶パネル 総合部材プロバイダー
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研究拠点

販売拠点

生産拠点

将来計画

①
②③

④

⑤⑥
⑦

⑧

⑩

⑪
⑫

⑬

①日本 ②韓国 ③中国（北京） ④中国（合肥） ⑤中国（上海） ⑥中国（無錫）

⑦台湾 ⑧香港 ⑨シンガポール ⑩スロバキア ⑪ポーランド ⑫ベルギー ⑬アメリカ

⑭中国（華南）

⑭

⑨

Ⅰ 事業活動の概要 マーケット・インのサプライチェーン構築

海外展開 海外拠点

0９年 海外拠点からの売上高が部門全体の約87％を占める。
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韓国 45%
台湾 20%

中国 18%

その他4%
日本 13%



Ⅰ 事業活動の概要

Ⅱ 最近の業績推移

Ⅲ 事業戦略（今中期経営計画から）
１． 事業環境
２． 目標
３． 基本方針



1,360

657

958

1,640

551

880

1,617

364

671

1,954

380

916

Ⅱ 業績推移①（０７年～10年） 売上高・営業利益

： 半導体・電材・電池部材

： CF

： 光学製品

営業利益 40 14 63 260

2010年度2007年度 2008年度 2009年度

1,000

2,000

3,000

（億円）

（2,975） （3,071）

（2,652）

（3,250）

※ 2010年度から全社共通研究費等の配賦方法の見直しを行っており、比較のためこれらの組替を行っております。

※※※
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Ⅱ業績推移②（０７年～10年） 売上高・営業利益

582

315

480

778

342

478

834

327

464

806

224

416

627

162

328

990

202

343

983

207

449

971

174

466

： 光学製品

： 半導体・電材・電池部材

： CF

上期 上期 上期 上期下期 下期 下期 下期

2007年度 2008年度 2009年度 2010年度

▲54営業利益 94 136 ▲122 ▲41 104 171 89

（1,377）
（1,598） （1,625）

（1,446）

（1,117）

（1,535）
（1,639） （1,611）

※ AｒF評価設備一時償却（▲66）

※

1,000

（億円）
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Ⅰ 事業活動の概要

Ⅱ 最近の業績推移

Ⅲ 事業戦略（今中期経営計画から）

１． 事業環境
２． 目標
３． 基本方針



39 46 47 48

29

46 56
45

57
62

66

13

20
15

13

24

41
51

67

36

0

50

100

150

200

250

300

2009 2010 2011 2012

中国中心に需要拡大ペース増加
ＬＥＤ化の予想を上回る進展
３ＤＴＶ / インターネットＴＶの出現
スマートフォン/スレートＰＣ市場の台頭

Ⅲ 事業戦略 １． 事業環境

ＬＣＤ Ｐａｎｅｌ需要

日本

中国

米国

欧州

他

150
200

220
250

23％

49％

65％

2％

（百万台/年）

ＬＥＤ化比率（%）
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ＬＣＤ ＴＶパネル



Ⅰ 事業活動の概要

Ⅱ 最近の業績推移

Ⅲ 事業戦略（今中期経営計画から）
１． 事業環境

２． 目標
３． 基本方針



【基本戦略 １：マーケット・インのサプライチェーン構築】

○総合部材プロバイダーとして中国市場を攻略

○Globally Integrated Managementの深化

【基本戦略 ２：革新的な技術開発】

○研究開発、技術開発の「生産性」向上（技術ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ化）

○当社独自の材料開発・要素技術の深化

【目標：革新技術に支えられた安定・高収益基盤の確立】

＋＋

Ⅲ事業戦略 ２．目標と基本戦略

7



Ⅲ事業戦略 ２．目標と基本戦略 数値目標

1,954

380

916

2,400

420

1,180

（3,250）

（4,000）

1,000

2,000

3,000

（億円）

営業利益

2010年度 2012年度
260

ＮＯＰＡＴ

投下資本

ＲＯＩ

1,689

11.2%

440

355

1,802

19.7%

4,000
： 半導体・電材・電池部材

： CF

： 光学製品

投下資本回転率 1.9 2.2

190 （5.8%）

（11.0%）（8.0%）

（8.9%）

合理化額（09年 vs 12年）

700億円

投資額（10～12年）

900億円
（営業Cash Flow 1200億円）
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Ⅰ 事業活動の概要

Ⅱ 最近の業績推移

Ⅲ 事業戦略（今中期経営計画から）
１． 事業環境
２． 目標

３． 基本方針



Ⅲ-３ 基本方針
１） 現行事業基盤の強化
・光学製品事業における競争優位確立
・ＢＬＵ部材事業の最構築
・フォトレジスト事業の再攻勢

２） 業容の拡大
・ＬＣＤ総合部材プロバイダーとしての展開（中国市場）
・新規事業の育成（ＬＥＤ、３ＤＴＶ、次世代半導体関連）
・東友ファインケムの更なる飛躍

３） Globally Integrated Managementの深化



圧倒的な生産量規模
持続的な革新技術開発
中国におけるサプライチェーン拡充
高付加価値小型光学フィルム事業拡充（現状400億円／年を倍増）

スマートフォン/スレートＰＣ市場への対応

１．競争構造の変化：同業他社→内製メーカー
２．新興需要国（とりわけ中国）へのマーケティング戦略
・日韓台の液晶パネル企業への対応（三星、CMＩ等）
・中国の液晶パネル企業への対応（BOE等）

３．Productポートフォリオ強化

光学製品における競争優位確立

課題課題

競争優位戦略競争優位戦略

Ⅲ 事業戦略 ３. 基本方針 １）現行事業基盤の強化
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量的規模の拡大（生産、販売）量的規模の拡大（生産、販売）

設備系列増強（TPL3実施、CPL1/KPL6検討等）
生産能力向上（新規技術による既存設備生産性向上）
中国液晶パネル企業へのサプライチェーン構築（BOE等）

圧倒的な生産規模による競争優位確立

（単位：万㎡/年）

Ⅲ 事業戦略 ３. 基本方針 １）現行事業基盤の強化

偏光板能力

10

2009年末 2012年末

能力 能力

日本 既存系列 1,100 1,300

第3系列 広幅 1,000 1,400

韓国 既存系列 3,200 3,800

第5系列 超広幅 1,400 1,600

第6系列 未定 未定

台湾 既存系列 1,400 1,800

第3系列 超超広幅 2,100

中国 第1系列 未定 未定

8,100 12,000+α計



革新技術の追求革新技術の追求

川上川上 川中川中 川下川下

自製材料を用いた部材開発
（代替部材、材料開発） 要素技術の深化 部材の機能統合による

新技術開発

川上： 自製材料を用いた部材開発
川中： 要素技術の深化（延伸、接着、粘着塗工、検査等）
川下： パネル・セットメーカーとの協業 （機能統合偏光板等）

光学製品における競争優位確立

Ⅲ 事業戦略 ３. 基本方針 １）現行事業基盤の強化
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技術戦略（薄型化への取り組み）高付加価値小型フィルムの拡充

2008 2009 2010 2011

STP：Super Thin Polarizer

UTP：Ultra Thin Polarizer

位相差一体型偏光板

PVA

粘着材

TAC

TAC

PVA

粘着材

TAC

TAC
PVA
粘着材

TAC

位相差フィルム

粘着材

これまでの成果
・偏光板の薄型化
・位相差フィルムの薄型化
・粘着材の薄膜化
･位相差フィルムの一体化

位相差フィルム

粘着材

位相差フィルム

粘着材

PVA
TAC

位相差フィルム

粘着材

STP UTP 一体型大型用

Ⅲ 事業戦略 ３. 基本方針 １）現行事業基盤の強化

更なる薄型化
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急拡大するLED化に対応し、全世界の拡散板系列を導光板系列に転換

・ 印刷工程内製化 付加価値向上 / 2011年前半目途に技術確立・量産予定

Ⅲ 事業戦略 ３. 基本方針 １）現行事業基盤の強化

ＢＬＵ部材事業の再構築

・拡散板能力 2010年4Ｑ 9千Ｔ/年 ・導光板能力 2010年4Ｑ 60千/年

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

ポーランド

韓国

中国

日本

1Q 2Q 4Q3Q

2010年 2011年

1Q～（Ｔ/月）

日本：
２ライン転換完了

中国：
２ライン転換完了

韓国：
２ライン転換完了

ポーランド：
２ライン転換完了

導光板能力
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2007 2010 2013 2016 2019
2005 2006 2008 2009 2011 2012 2014 2015 2017 2018 2020 2021

65nm 45nm 32nm 22nm 16nmDRAM 1/2 Pitch

16nm

65nm

45nm

32nm

22nm

EUV

ArF-i

ArF-i-DP

液浸液浸ArFArFの延命の延命

微細加工技術微細加工技術

の最終世代？の最終世代？Logic

Flash

DRAM

ArF-
Dry

2007 2010 20162013 2019

熾烈な
競争中

第一世代
本格量産

半導体微細化ロードマップ半導体微細化ロードマップ
フォトレジスト事業の再攻勢

Ⅲ 事業戦略 ３. 基本方針 １）現行事業基盤の強化
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＊新工場は「住友化学大阪工場内」

液浸ArF露光機＆欠陥検査装置等評価
2009年3月稼動開始１２０億円

ArFレジスト製品化工場新設等製造

ArF投資スケジュール

・液浸ArFは、50nm台から20nm台までの各世代に渡って適用

・2014年にはArF全体で800～1,000億円の市場、うち2/3はアジア

・当社液浸ArFレジストは独自の酸発生剤(PAG)と樹脂により高性

能を実現、トップクラスのシェアを目指す

背景

Ⅲ 事業戦略 ３. 基本方針 １）現行事業基盤の強化

フォトレジスト事業の再攻勢 － ArFレジスト 投資計画と事業戦略
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Ⅲ-３ 基本方針
１） 現行事業基盤の強化
・光学製品事業における競争優位確立
・ＢＬＵ部材事業の最構築
・フォトレジスト事業の再攻勢

２） 業容の拡大
・ＬＣＤ総合部材プロバイダーとしての展開（中国市場）
・新規事業の育成（ＬＥＤ、３ＤＴＶ、次世代半導体関連）
・東友ファインケムの更なる飛躍

３） Globally Integrated Managementの深化



液晶パネル生産立地（ＭＡＰ）

BOE（G8) 11年3Q～

BOE-HF（G6) 10年4Q
BOE-HF(G8) 12年2Q～

CEC&南京Panda
(シャープ)（G6, G8) 11年中

広州広州 LGD（G8)

昆山昆山 IFO（AUO）(G7.5)11年3Q

赤字：検討中
黒字：生産または投資中

無錫

蘇州蘇州 三星(G7.5)蘇州

北
京
北
京

南
京
南
京

合
肥
合
肥

深ｾﾝ深ｾﾝ TCL（G8.5) 11年3Q～

ＬＣＤ総合部材プロバイダーとしての展開（中国市場）

Ⅲ 事業戦略 ３. 基本方針 ２）業容の拡大
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中国住化電材グループ地図

住化電子材料科技（無錫）
設立：2004年7月

住化電子材料科技（上海）
設立：2001年9月

住化華北電子材料科技（北京）
設立：2009年11月

住化電子材料科技（合肥）
設立：2009年8月

住化電子材料科技（香港）
設立：2005年9月

華南地区
（深圳/検討中）

住化電子管理（上海）
設立：2009年4月

無錫無錫

香港香港

合合
肥肥

Ⅲ 事業戦略 ３. 基本方針 ２）業容の拡大

ＬＣＤ総合部材プロバイダーとしての展開（中国市場）
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BOE向けを中心とした対応例

2010年9月から
商業生産開始

アルミターゲットSEMS（上海）BOE

2011年２Q試製造
開始、

2011年３Q商業
生産開始

偏光板ＯＦ
導光板（計画中）
ケミカル（計画中）

SEMB（北京）

BOE北京
（Ｇ８）

偏光板ＯＦSEMW（無錫）

2010年8月試運転、

10月から量産開始
ケミカル

SEMH（合肥）

BOE合肥
（Ｇ６）

スケジュール対応製品対応社顧 客

Ⅲ 事業戦略 ３. 基本方針 ２）業容の拡大

ＬＣＤ総合部材プロバイダーとしての展開（中国市場）
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＜LED チップ＞

サファイア基板

主要原料：
高純度アルミナ

原料：MO (TMG、TMI)

サファイア
基板

（今回進出）

＜LED Package＞

①：チップ熱源 ②：パッケージ（ＬＥＤ）温度 ③：基板温度 ④：環境温度

１

２

４

チップ（発熱源）
ジャンクション温度

ダイボンド材
Ａｇペースト、Ａｕ共晶合金

電極金属
Ｃｕ合金

高熱伝導パッケージ
ＡｌＮ、他

熱伝導材（接合面積）
シリコーンオイル、他

絶縁層

メタル(Al、Cu)コア
裏面ナノ細孔処理

配線接続
半田

配線パターン

反射層
（高反射樹脂）

封止樹脂
（レンズ、蛍光体混入）

３

熱放散層
ナノ細孔、ナノ粒子

LCP パッケージ

LCP放熱基板
（可溶性LCP）

Ⅲ 事業戦略 ３. 基本方針 ２）業容の拡大

新規事業の育成 （例１） ＬＥＤ関連ビジネス
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Ⅲ 事業戦略 ３. 基本方針 ２）業容の拡大

新規事業の育成 （例２） 表示デバイス高機能フィルム

3D-TV用偏光フィルム OLED用偏光フィルム

適用デバイス LCD OLED

３Dの方式
Active Shutter 方式

（＊2）

Passive 方式

（＊1）（＊3）

使用目的
傾斜視認性能の劣化

防止
右目画像と左目画像の

空間分離
表示性能アップ

フィルムの光学機能 円偏光化 左・右円偏光化 反射防止

構成例

偏光子

OLED

λ/4位相差層

(＋)λ/４位相差層
(－)λ/４位相差層

PanelPanel

λ/4位相差層

＊１：Passive方式用フィルムはOLED／PDPにも適用可能

＊２：左右画像を液晶シャッターメガネを用いて時間分割して３Dの映像を視認する方式

＊３：左右画像を偏光メガネ(シャッター機能無し）で空間分割して３Dの映像を視認する方式 20



Ⅲ 事業戦略 ３. 基本方針 ２）業容の拡大

新規事業の育成 （例３） 化合物半導体エピウェハ事業の展開

－－１０億円３０億円売上 (2010)

(2020)

応用例

キーワード

材料

（２０億円）１００億円３０億円１００億円

衛星省エネオフィス革命ユビキタス

太陽電池GaN（パワー）GaAs（光用）GaAs（電子用）

インバーターエアコン
スマートフォン

ハイブリッド・カー

カラープリンタ

（複写機）

探査・通信衛星
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Ⅲ 事業戦略 ３. 基本方針 ２）業容の拡大

東友ファインケムの更なる飛躍
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売上額 従業員数（億ウォン） （人）

‘94 ‘95 ‘96 ‘97 ‘98 ‘99 ‘00 ‘01 ‘02 ‘03 ‘04 ‘05 ‘06 ‘07 ‘08 ‘09 ’10(F)

技技
術術
導導
入入
期期

第第
一一
次次
発発
展展
期期

第第
二二
次次
発発
展展
期期

組組
織織
整整
備備
段段
階階

第第
三三
次次
発発
展展
期期

持分変更
（住友100%）

偏光フィルム
生産開始

カラーフィルター

生産開始

拡散板・
導光板
生産開始

中国進出・
エネルギー
分野進出
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Ⅲ-３ 基本方針
１） 現行事業基盤の強化
・光学製品事業における競争優位確立
・ＢＬＵ部材事業の最構築
・フォトレジスト事業の再攻勢

２） 業容の拡大
・ＬＣＤ総合部材プロバイダーとしての展開（中国市場）
・新規事業の育成（ＬＥＤ、３ＤＴＶ、次世代半導体関連）
・東友ファインケムの更なる飛躍

３） Globally Integrated Managementの深化



Globally Integrated Managementの深化

拠点間の技術・マーケティング・調達の日常的交流及び
戦略戦術統合

司令塔機能、基盤技術開発機能としての日本

Ⅲ 事業戦略 ３. 基本方針

日本

台湾 韓国

日本

台湾 韓国

各地の特徴を生かしつつ、必要となるコア技術について各地の特徴を生かしつつ、必要となるコア技術について
全社共通の技術プラットフォームを拡充する全社共通の技術プラットフォームを拡充する

技術プラットフォーム化技術プラットフォーム化
WBC：World Barometer in Common（偏光板生産性共通指標）の設定
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注意事項

本資料に掲載されている住友化学の現在の計画、見通し、戦略、確信などの

うち歴史的事実でないものは将来の業績等に関する見通しです。これらの情

報は、現在入手可能な情報から得られた情報にもとづき算出したものであり、

リスクや不確定な要因を含んでおります。実際の業績等に重大な影響を与え

うる重要な要因としては、住友化学の事業領域をとりまく経済情勢、市場にお

ける住友化学の製品に対する需要動向、競争激化による価格下落圧力、激し

い競争にさらされた市場において住友化学が引き続き顧客に受け入れられる

製品を提供できる能力、為替レートの変動などがあります。但し、業績に影響

を与えうる要素はこれらに限定されるものではありません。


